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】
父
通

G
約
7
0
名
が
御
殿
場
に
集

ま
っ
て
、
1
9
3
2
年

（
昭
和
7
年
）
か
ら
数
え

評
治
調

2
0
0
9
年
（
平
成
2
1
年
）

の
N
H
K
番
組
「
白
い
魔
境
」

の
再
放
送
を
見
た
。
美
し
い
富

士
も
、
冬
は
強
風
と
雪
朋
の
危

険
で
別
な
顔
を
見
せ
る
。
特
に

最
高
峰
の
剣
ケ
峯
は
最
大
風
速

5
0
㍍
以
上
、
時
に
は
突
風
が
巻

き
上
が
り
、
吹
き
す
さ
ぶ
た
め

体
感
温
度
は
マ
イ
ナ
ス
3
0
度
を

下
回
る
。
登
山
家
に
よ
る
と
厳

冬
期
の
富
士
登
山
は
ヒ
マ
ラ
ヤ

に
匹
敵
す
る
厳
し
さ
で
あ
る
。

2
0
0
4
年
の
冬
ま
で
、
こ

こ
に
気
象
庁
の
職
員
が
勤
務
し

て
い
た
。
日
本
一
危
険
な
公
務

員
と
言
わ
れ
た
測
侯
所
職
員
は

こ
の
冬
山
を
3
週
間
交
代
で

「
通
勤
」
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
7
2
年
間
の
有
人

観
測
の
歴
史
の
中
で
4
名
の
殉

職
者
を
出
し
て
い
る
。

昨
年
1
2
月
、
旧
測
候
所
勤
務

経
験
の
あ
る
職
員
や
O
B
・
0

て
富
士
山
気
象
観
測
8
0
周

年
を
祝
っ
た
。
気
象
庁
は

現
在
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
使
っ
て

気
温
、
湿
度
、
気
圧
な
ど
の
無

人
観
測
を
行
っ
て
い
る
。

筆
者
は
山
頂
勤
務
経
験
は
な

い
が
、
気
象
大
学
校
勤
務
時
代

に
降
水
や
大
気
試
料
の
採
取
で

使
用
を
許
さ

と
っ
て
替
わ
ら
れ
た
と
は
い

え
、
測
候
所
の
無
人
化
を
惜
し

む
声
も
あ
り
、
現
在
、
大
気
化

学
や
宇
団
線
科
学
、
高
所
医
学

な
ど
当
初
よ
り
広
い
分
野
の
研

究
者
が
利
用
し
て
い
る
現
状
を

肯
定
的
に
受
け
止
め
て
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
。

元
測
候
所
長
・
平
井
泰
世
氏

が
宴
会
の
席
で
「
い
ま
測
候
所

は
（
正
業
）
に
就
い
て
い
る

な
い
研
究
利
用
に
十
分
耐
え
て

いる。最
近
の
研
究
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

を
挙
げ
る
と
、
国
立
環
境
研
グ

ル
ー
プ
が
二
酸
化
炭
素
の
通
年

観
測
に
成
功
し
、
世
界
標
準
の

ハ
ワ
イ
の
マ
ウ
ナ
ロ
ア
山
の
デ

ー
タ
と
比
較
し
て
い
る
。
エ
ア

ロ
ゾ
ル
や
降
水
、
微
量
気
体
の

観
測
な
ど
を
も
世
界
に
発
信
し

て
お
り
、
宇
宙
線
や
自
然
放
射

れ
、
ま
た
、
2

0
0
7
年
か
ら

N
P
O
法
人

「
富
士
山
測
候

所
を
活
用
す
る

会
」
の
一
員
と

線
の
測
定
を
行
い

航
空
機
乗
務
員
の

宇
笛
線
被
ば
く
を

推
算
す
る
仕
事
な

ど
の
ほ
か
に
、
永

土
器
屋
　
由
紀
子
　
久
凍
土
の
研
究
や

高
山
病
の
メ
カ
ニ

し
て
夏
季
の
借
用
と
利
用
を
手

伝
っ
て
い
る
縁
で
呼
ば
れ
た
。

集
ま
り
で
は
N
P
O
の
若
い
研

究
者
・
上
田
紗
也
子
さ
ん
が

「
雲
と
エ
ア
ロ
ゾ
ル
」
の
講
演

を
行
い
最
近
の
有
効
利
用
の
実

態
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

過
去
に
過
酷
な
勤
務
に
耐
え

台
風
か
ら
国
民
を
守
っ
た
先
輩

た
ち
の
中
に
は
、
気
象
衛
星
に

ね
」
と
言
わ
れ
た
の
は
大
変
有

り
難
か
っ
た
。
山
頂
の
風
景
の

一
部
で
あ
っ
た
レ
ー
ダ
ー
ド
ー

ム
が
撤
去
さ
れ
た
が
、
当
時
の

日
本
の
最
新
技
術
を
寄
せ
集

め
、
新
幹
線
を
モ
デ
ル
に
風
速

1
0
0
㍍
に
耐
え
る
よ
う
に
設

計
さ
れ
た
庁
舎
は
ま
だ
数
十
年

は
大
丈
夫
で
あ
る
。
各
種
の
観

測
や
富
士
山
で
な
け
れ
ば
で
き

ズ
ム
を
調
べ
る
た
め
に
重
心
動

揺
計
を
用
い
て
目
ま
い
を
調
べ

る
研
究
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
目

指
す
学
生
や
山
岳
連
盟
の
高
所

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
中
学
生
の
体

験
滞
在
、
理
科
実
験
の
教
材
作

成
な
ど
、
富
士
山
頂
と
い
う
特

殊
環
境
が
役
に
立
つ
利
用
も
行

わ
れ
て
い
る
。

雷
の
観
測
に
も
富
士
山
は
最

適
で
あ
る
。
冬
の
雷
が
日
本
海

側
の
地
上
で
観
測
さ
れ
る
の
に

比
べ
て
多
く
の
夏
の
富
は
高
度

4
0
0
0
㍍
以
上
で
発
生
す
る

た
め
、
富
士
山
頂
な
ど
高
所
で

な
け
れ
ば
直
近
で
の
観
測
は
で

き
な
い
。
電
源
の
維
持
管
理
に

苦
労
す
る
側
と
し
て
、
雷
は
少

な
い
ほ
ど
よ
い
の
だ
が
、
雷
を

待
望
す
る
東
京
学
芸
大
学
の
若

い
研
究
者
た
ち
と
話
し
合
っ
て

認
識
を
新
た
に
し
た
。
こ
の
よ

う
に
富
士
山
頂
は
い
ろ
い
ろ
な

分
野
の
研
究
に
役
立
っ
て
い

る。
前
述
の
N
H
K
番
組
に
出
演

し
た
登
山
家
・
岩
崎
洋
氏
が
2

0
0
7
年
以
来
、
夏
の
管
理
運

営
の
「
山
頂
班
長
」
と
し
て
活
願

し
て
い
る
の
で
、
安
全
面
に
は

百
倍
を
持
っ
て
い
る
。
相
変
わ

ら
ず
資
金
繰
り
は
苦
心
い
が
、

こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
長
く

貴
重
な
建
物
と
先
輩
達
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
て
富
士
山
頂
の

利
用
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い

る
。
（
江
戸
川
大
学
名
誉
教
授
）


